
 
 
 
 
 
  
 
 

 
令和４年度の「敬老の日」のお祝いは、令和３

年度と同様７５歳以上の対象者 ９４０名の皆様に

お祝いのご挨拶と共に、記念品「あゆ最中とあゆ

焼き」を各地区の民生委員さんが中心となって

「敬老の日」の９月１９日をめどにお届けし、お

祝いとさせていただきました。 

 また、３年ぶりに「敬老のつどい」を９月２４

日に緑ケ丘公民館にて、新型コロナウイルス感染

防止対策として入場数を制限して、午前・午後と

参加対象者の地区を分けて開催をいたしました。 

第１１回「緑ケ丘地区敬老のつどい」のアトラ

クションは、混声ア・カペラ三重唱「ももたら

う」のメンバーによる透明感のあるハーモニーで、

来場者の方々にはきっと懐かしい２０曲を超える

「唱歌・童謡」で楽しんでいただきました。 

当日は、あいにくの天候で参加者は少なく約 

８０名でした。来年は、盛大に「敬老のつどい」

が開催でき、多くの方々のご来場がある事を期待

したいと思います。 

 

昨年１１月に３

年ぶりに開催された緑ケ丘地区「公民館まつり」に、来場された多

くの皆様に、地域福祉推進委員会の活動を知っていただき、興味・

関心を持っていただくため、紹介パネルを作成し展示をおこないま
した。 

 
 

 
このマークは、緑ケ丘地区旗の 
デザインを基に作成しました。 
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「公民館まつりに参加して」 根岸 孝 

池田 正 地域福祉推進委員会 委員長 あいさつ 

辞書によると、福祉は、「しあわせ」や「ゆたかさ」を意味する言葉だそうです。「福」はし

あわせ、「祉」は神の恵みを示しとどめる意味で、ともにしあわせを意味します。コロナ禍で、

３年の非日常を体験して、あらためて「しあわせって」何だろうと考えてみます。 

私は、○ふつうの○くらしができる○しあわせが、福祉の原点だと思っています。することや行く

ところがある。自力でするというポジティブ(前向き)な行動が大切だと考えています。 

「令和４年度 敬老の日のお祝い」  総務会長 根岸 孝 



                               

令和４年１１月１９日、コロナ禍で延び

延びとなっていた「ボランティア育成講

座」がようやく開催されました。 

講師は、「アドバイザーネットワーク神

奈川」理事の根岸美穂氏です。自分の持つ

強みと弱みを見極めて、出来る時に・出来

ることを・出来る範囲で行う。アナタらし

いボランティアスタイルで、アナタらしい

社会の風になることなどを話されました。 

私は、自分自身を振り返り、心地の良い 

「社会の風」になれたらいいなと思いまし

た。 
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緑ケ丘の健康体操は、８年目を迎えます。地域の方々にとっては、

なくてはならないイベントになっています。 

春期は、４月と５月に、秋期は１０月と１１月に各々８回ずつ、年

間１６回開催されます。緑ケ丘地区には、公園が８か所あり、１か所

ずつ回っていきます。 

朝の９時３０分から始まるのですが、世話役の方が椅子やテーブル

を用意してくれます。早い方は、１５分前には来られ、椅子に腰かけ

お友達同士で楽しくおしゃべりをしています。中には、１６回総て参

加された方が数人おられ、それも一つの楽しみにされていたようです。 

体操は、老化防止に特化したもので、ストレッチ的なものが主流で

す。いくつも種類がありますが、自分の体にはどの種目が必要なのか

を思いながら、先生の動きに必死についていっています。 

皆さんも、是非、参加して、自分に必要な運動を見つけ、毎日の生

活の中で続けていただきたいものと思っています。 
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NHK 交響楽団           早川トリオ・東海シーガル 

健康体操教室に来てみてください 
健康体操副部会長 菅 正清 

３世代ふれあい交流会 

王子 2 丁目 山田光雄 
ボランティア育成講座 

ボランティア育成・研修副部会長 川﨑 英一 晴天に恵まれて立春を迎えた２月４日(土)、
緑ケ丘公民館にて開催された交流会に参加した
雑感を記します。 
第一部のＮＨＫ交響楽団メンバーの木全 利行 

氏(ヴァイオリン)、田渕 彰 氏(同)、大久保 淑
人 氏(ヴィオラ)、三戸 正秀 氏(チェロ)の四重
奏では、モーツァルトの「アイネクライネナハ
トムジーク」第一楽章、ドボルザークの「アメ
リカ」全楽章で音源の偉大さを感じさせていた
だきました。 
第二部の早川トリオのジャズ演奏は、早川 眞 

氏(ドラム)、田中 善之 氏(ベース)、山口 三重
子 氏(ピアノとお話し)、地元ゲストの「東海シ
ーガル」の合唱２曲を交えた軽快、かつ、胸に
響く演奏を楽しませていただきました。 
最後に、満席の参加者と共に「故郷(ふるさ

と)」を合唱して散会しました。 
緑ケ丘公民館行事の恒例となっているこの交

流会は、ここ２年間は「コロナ禍」の影響で開
催できませんでしたが、客席の過密を避ける等
の処置を施して開催されたとのことです。 
このようなコンサートとの出会いは、「生きて

いて良かった」体験であり、このような体験を
将来も出会えるように楽しみにしております。 
心から、関係者全員に大感謝!! 


